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延 時 薬 に 関 す る 研 究

(第 1報 ) 廷 時 事 の 燃 焼 温 度 測 定

(璃印34年9772ヨ 文殊)

中 LJ;〔 正 二

(ヨ劣化･ミPt大全11,東大綜合l̂JA析)

Ⅰ 持 古

無恥 班長狩は圧力式粒 と共.こ預時実の鮒 甥柵J_,

知る上で尤歩な突放であるが,朽時に苛々むずかしい

岡田を含んでいる.7)九われは毛か棟 の侭莞温匹-叩

閃曲円を求める方法として白仝一白金TIL>ウム (ぎゾ

ウjJOクJ)野征野■こよる湘S!乾せ作用し,Ffl:こはわ

が国'Cはく任用さzLている探 歎 (蝶 92ぎょ)一泊TT

建時男を考んでその艮棚 駅 万艶を捲土すると共

.二位現野面の特赦を攻めた

担時繋蛙内耳の隠隻通風 こおける滑落的TL屯旺t,判

定するJJuiとして黙層対は漁も頚当であるが,一方次

の樵TL肘約もある｡

くり 白金一白金;ゾウム掛桝 の疋匠 可℡な温鍵

.ミせいぜいt.6CO.Cであるか細畔写り鮒 豊蜜■こ.こそ

Ll以上のものもある｡この租合六･<タトノ/.こ上って祁

使する方法もあるが,延特認蛙内野と外周al升とでは

温度の兵なる構台があるので湘屈には色 駄々81_/賓す

る｡
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)1三 m 弧

(只浪人学緯合試食 '′)

(2)だ化花の照分解たこ.=よる先陣発生蝿の多い

延略紫では炊簸圧力,11大きく,黙屯胃が切Ltてしまう

ので佃い罷℡称 ここる正指な温嘆一時Tit曲技のiq環 ▲ミ

】宝楚'Cある｡

この為,m 対で荘綻 できた-､附 も少くたいが,

1.5い王牧 野｢･カ乃舞狂特発riS萱浸可能で,しかもかfL

り紐い黙花村まで任用できた.

]l 乗 .快 方 法

実地 狂のプ芦ブタyイJlヲムを FIIミ11こ77;し

た｡曙.こ.1焦町村.三1才こしか'nf7していたL確.こ唄い

･{あるが,舛陵には苅粗相仰顎臣か3台あり,川!I)に3

-Rの黙T:対で=魚の汎延がLできろ1うにした 点火に

は6V等宅地をTZ用し.十一い .ナック･ス 1/す.こ

3:つて行った 黙l=-iL-J.7)I f 汀 だ苛絶とだR

!麦抗怒一二よりこm＼ 又 .三 m＼ I_,出し一二稚侶TlJL透

して1 yyl=′--/7■二人!1㌧ TiB:.エミリ1-/′トノー

JI.こ切換スイyチてつたい'(守め㌫三んで)｡く,(河の

ボル ト ノーターは3台の3'Bは顎の稚損率が-致す,5
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Jlふ 叫 叶

rlg l Dl8galmOEIke Arrn叩cmcntllSed

上1GalnをLEiするのに捷用した.オ7/t'7ラフ

にL三雄も.L～サイクル安だ,ln火†.沖 及び捉正tfEを

記顎したが.現k77nL.T'牧fE電庄▲こIiH 鎖-イブレーク

一七托用した.,

t.tfl娃時% 土点J'e JCmm の判iEH}脈 鰍 二心蒙

充鎖し eCkF(3CSk月亡.Tt7)'{加任して舟揃 1cm.TLに

した,乾性矧三倍体の広から5mm のけ打に小孔Jb,m

け{#入し,glPTカ~中日臣;=王=る故にした.翻

入抜目 -まG'kgて方庄しているのて幹W JのJptVE:

は雅 の溢乳比市●こたつている.

任用した丈某鼓.三E3本か-1) I吏品'<自炊 安浦

定む (A.'L雅 品).=上るノ/7/脚 h.鈴丹･三

相 一統晶で 5 rlであった

瓜 実 幹 按 JE

31無電対の径及ひコーチィンケのJtV

皇王訣一浪Tl(已Sb 護持才.ニJ:して鮮t対のほi'

]2CFr卓から こしpさき･tを化させ.界屯称 こ.ま弗化カ

,.ノウ人文.王妃放逸科をヨーティンタして泣暮も且俊之

U且虹上昇陀仏から土柱且生になるiEの時仰 (ここで

は温辞上井柁rulと...ち)がこう茨るかP放した｡

TAblH .こし～8回の先払のJIlq世/Z'7,'した.

TnL,Le1 lllEluen亡eOfdLLullCtL'H)]一dcoatlnH

lltaterlnkOFLhermOeOUIIle､tm temper.lLure

l'ro純 ､ofFcSLIPl'10̀ (〇058)Llell.yPC"Ller

CoaLl叫
malPrlA lさ

FLnhl lcmper8-

こC,諾 ,e t芯 ;㌫ ごg

一五F CIFz l'略■■C =父rTu

ln_･1JlPt'TlgP IZ" .13t 2丘2

8D Car. 1.0叩 128

80 IEllutallngTnt.11 日70 之27

30 CaF. ).lAiつ ES
3O IEl511ht'叩 fnlr･t リ1⊃ 127

Caf- /a T

Tz.blclからわかるさ.ニ3LtEJ=阜m ･エ焦t対の種

が白くなる.土と垣カLくたり,弗化カル′ウムの場合こ

ついてけな等王て外井l J_こきの畏塁上抑 ･とり

miとliる.プーチィ'/′は組 毘萌のJJか弗化カ',

シサムより温女_ヒW .11h'長くなったFL,町7fの鴇色

どうしても託芯材のFE丘に仔く丑布きTtもの･こ対して

技着て-._拾もと唖と･qさたいのて･このよう'-焦カ1出

たのであろう.fE群fiとb長話作胃･=上るLq隻一時IL

畠aのJS膏.三温めらLlたかった.脚 は黙芝対J?

tn ぴ=-ティソタの如何.ニかかわらず.王.i-垣で平

均 l.170oC を)7.1した.こ=tは附 政にiiしてから

当分その丘皮か1号P_すらためてあろ うB

以後の失投で.上転色相のC=eCFL,弗化カr･ンウム

コーチ イソタのものセ吐用した,たお劫忌抗の,:ナノ

キの一列をF■S2に荒した.fjn 実段 のバケツ十もこ

ttと大別 ､邦であろ. F'ぜ 2の時即匹tE･土骨油鼠こ

i,Lけろ最終温度の1.の瓜蚊に句応する的ri他 事 とL

T=.
3･2王;時井qL面からの臣nl=上る丑LE一時何色R

の文化

熊毛棚 入詔の迷時顎ホ火脚 元からの庶■女色わ

に変えて温正時は畠楳をがめとのLTの馳 ･ら荘官正

面15Ⅶ られるか許夏妖一紙 5050)について村べ■-1

5d 【_tの突放から lTLIl17の行った方法･ここり字句の

温ま時riは 蜂を崇めたのかFLg 3である F,< 3 て

i三色火のスィ ,ナ ノ-/セ時'# ･7gこし■- こ●,

から次の括Jaを狩る.

2,,.m 付から S字五由良.二たり 8租 世も-E哲

に3Si･7.｡現面から 】mm 付のFFさが殆んと同時.二才

火する 茄 .i800oC位まで迅射 て上井するがその

妓急劫に冷却して,)く.こZtは班 対崇tlの草加 :壁

閃甜分にZE出t.ているからであろう.(JEは妊時如 ･ら

伎かに仕れたかも知れない.)この延時 さゞて･三SmmO}

位妃で湘繋す川エー-分尾骨正面が得られる

3･3 V孝かb lmrnの甥所の温度一喝仰由P

これまではすへて中心拓に更ミ餅 の妹がセtZいて温

度耶 な行つ･=が.管下附近では轍 欠のW 'e乱せ

時RT白投が貰･?てくること5･予想さLtるのて2W *Z甘

T▲ble2 E肘 tof MrastJrtElgPOS.I"n50f

the,mo畑uPle=nFeS･-ド,0.(5C吋)
orlmeasured tt.ltd

盲.-TY Tgmn7..tntuXet.n
二 ∴ ∴ ･ニ ー.㍗ ･ニ:∴

詰.E .:TrJAll lニ:こ●C 7こn､ 111m～

7ihtr-fthe ,.1品tx)ⅥdererlrC
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rlme(m ら)F唱 2 0bscr､edlC-叩ernlureprolt)esoEFとS■一pb,0一

(50/50)dehyl'owder,a5anexampleoLlht･dLS

PCrSlrm O川 lJ

LmC(m s)FLg 3 EftcCtOhheposIL)Or10fthermo｡o叩Lt日

uncll0nlr.FeSl-Pb,0.(5050)de】a)p0､､･der()llLhc

tcmpernurcprollEe

2 7

7い｡3･4 蓑gE圧力の影野焚坑圧力を20kg(76kg/clnり-262CLk

g(1,OtOkg/cm2)に変

x.て温岨潮位を行なったが,F･g

'̂のように圧力が上るほど温度が低くな

った｡招壊正確 迎姓は装吠圧力が高くな,

3はと選くたることか知らllているが,7温度

.こも同じ矧 Flが17J.らllる｡

3･5iZ元利の粒度の影g伝染

民芸B波 は倍化河の封狐 こよって殆んと変らないが,道元刑の改変が細かくな

るほど退 くTrる ことカ'･知 らTLている｡燃横温度がこの場合どうなるか契放した｡使用した珊 畝はrE.ト F;ットの拭料を数日に上っ

て分けたものであるか,その毛王i至を El既故改正JJ定atで占用志 し.FJg 5に酢 した｡ そのJジアン粒径及び恒庄通式式切擦比21

面Hは】定法荘(島浮羽晶)に上る平V,出 征は次q)通 り{･ある｡

El㈱(ir皮 相EI通気式粉
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D 仰,leLEr(F')

FIJi5 PcTtJCte SIZE(llゝLr】huLlOnOfTL･rr0-

5】tlCOnSarld rL･(1lead

Tab一e3 1eTTLJX'ratureprof'tt'10(FeSl-Ph,0.
dell)POWdersandtheburr"rLg､Clo(】tcs

compo… on Flnユ】 Temp-

三悪 .Re:iAet器e 蒜遇
,J'3 % ■c mゝ

30 70 1,5占: '6

Dls18rt⊂e
ForterrI･Bumlng
ptrature-ヽ -elorJLl

S.2 :2さ.る

≡; F ≡ 11‡≡… I 2≡ …:≡ r 琶▲…

かくfEる捉ま柊道産.三宅く.なる｡しかもpgEに京まして

TF甘.こ敦盛lこ変化する.

3･6 泣*Ji鉛丹天空等薬の鎮まI皇LE

以上の架設で馴 丹芽柳 の放牧泣面の詰

む ･わL･り.構 法もわかったのでこの素の他のだ合

jtのものについて槻泰二星辰毘定を-TTL'J:い Tabte3

にまとめた｡

鼓の且辞上井藍軒と iiE婁上井院日東から丘氾 度

に三会した氏迄の雄 で,温度上月榊 e㍍ 巨指速窪

(追究在米℡℡に払立ててr タ/F'グラフに上り芯た

した)とから叶罪こした｡温駁上界汗#.ま751台比に上っ

てあまJ)的ならず何rLも歎mTnである｡

W 考 察

かくして昏禁欲一光丹案建時群のW _温度h'･禿置 き

iL.無現泣面の祷鞍かわかったb･.的次o)事柄が.qB筋
I:rとして王生っている｡

(I) 脚 の粒 度とは何D.

(2) 転7(称 三河を溺琵しているのか.

迷特集薙掠中の気体,成分中の酎 ヒ剤及び還元剤.三貴

1号舵には同一温匠になるが,温産上井W ifl中にはそれ

ぞれの正圧.三異なっている昏'eある.決fLで示す鎌lこ

轍 の匹に.ミ崇拝が発生し駅 監力に上って蓋

JSすろが,蜘 件は前方に況 してf二子を流 する

と共.ニ鮒 で.三通元E粒子からZE毘されるのて-等

温皮勾配がゆるやかである.逢元有.よその表面書で葱

しい死養女LSが行わttるので一番勾ab-L急'Cある｡黙

相対は虻揮30/Jのものを主として任用したが,成分払

うTの投確は平軸 -6FLで塁蝕 はi〇Zl,'.'であるから無

郡 tの貨点か何の梯 セJtもよく受けるかに上って温度時脚色根

の彩状は異なって尖るわけである｡ItGってFzg lに荒 した温庶一時Tyl噛組におけるノミヲアキと一見みられるものは柑たるJ:ラ

ツ中の外に埠時男の燃焼温齢 こおけるもつと木耳的なものを,荒しているI卸二も.臥克る.L.CT-cerL等71.三｡ケアト悠境の盛の紅と扮請

の温慶か月たることを笑R的に云しているFL.if時弊についてこれを崇 めるここが今技の岬 でも

Tlnle(m.5.)
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に符匙か多L F.屯対の取口乱 耗包他 生,鼓面にお

ける広地B(皮.こよる温故上井,柑 1の形や,先任の放

逸の掛 ･格点の遜軒玉,/･ギーの榊 EJ々 のEq千の

世辞.=ついて.ま'i去来D蚊V.二劫 じられているが,その

うちLこPま米だ且的'こ明細.こTLつ'{いないものもある｡

且せ上井粍仰のIF_Fkな伍は従って呪 対の拝を覇 王外

甜すること.こ上って近似する以外に現在のところ手が･

ILいが,遊4L碕椛曲指の形状はS字塾でJt初の温妊

上井.工比鮒 点て*さⅦ g;肘逆で,>るやかにtLり,負

き紐 皮に姐してJ,らは当分その温蛙が放くという大体

純相のゆく群扶てある.又脚 はm 対の掻及び

=-ティ/7¢如何.こ拘らずほほ一定であることから

考.11てこれ.土正札 こね昏L=tLtていろと曇ってよいであ

,.)).

V 捜 毒舌

卿 一方丹栗篭時371の鮒 度を満浸し次のFW=

を持た｡

(1) 無t対の伊及cT=-ティ/タに上って乳酸上

井抑帆 ま空ろか,ELI粗 度Ef変らない｡

(2) 脚 良火耶強面から Imm位のFFさがEY火

≡.こより籍んと冗時▲こ諾火し.中心指では2mm乃至

3mm 任から定常野面になる｡

(3) 'lf於から1m･rLの項FWでも中日戦と向t.愚妹

温妊及U:赴任上界期限を示すが,点火から温変上井的

始までの時帆 こ.土製があり.琵面が凸影であることを,

'7､している｡

(り 鼓沫E力が布くなる現帖 佐JinlZくなる｡

(5) 辻元剤の粒既が転かくなる朝 抜温齢 三石く

たる●

(9) 棚 減 丹慕静等累の班 上昇敗 色からJt
終温度に弟した由､迄の跳 i.Ji1台比によってあまり変

りたく,何れもZimmである.

(~) ぜ時実のを成分及び堀 中の気体は旦庶上T,

拡RLl申そLtぞtl星夜が異なっており,只なった温峡強

ril由無/_,播く啓であるから.=わを区成して覇定する

ことが今故の和 である｡
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